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国立大学法人群馬大学役員会規則

平成16.４.１制定

改正 平成17.４.１ 平成22.４.１

平成26.４.１

（趣 旨）

第１条 この規則は，国立大学法人群馬大学組織規則第10条第２項の規定に基づき，国立

大学法人群馬大学役員会（以下「役員会」という ）の組織及び運営に関し必要な事項。

を定める。

（審議事項）

第２条 役員会は，次の各号に掲げる事項を審議する。

(1) 中期目標についての意見（国立大学法人法（平成15年法律第112号。以下「法」と

いう ）第30条第３項の規定により文部科学大臣に対し述べる意見をいう ）及び年。 。

度計画に関する事項

(2) 法により文部科学大臣の認可又は承認を受けなければならない事項

(3) 予算の作成及び執行並びに決算に関する事項

(4) 大学，学部，学科その他の重要な組織の設置又は廃止に関する事項

(5) その他役員会が定める重要事項

（報告事項）

第３条 学長又は理事は，役員会の決議事項の実行の経過及び結果その他必要な事項につ

いて，役員会に報告する。

（組 織）

第４条 役員会は，次の各号に掲げる役員をもって組織する。

(1) 学長

(2) 理事

（会 議）

第５条 役員会は，毎月１回開催することを定例とする。ただし，必要に応じて臨時に開

催することができる。

２ 学長は，役員会を招集し，これを主宰する。

３ 役員会は，役員の３分の２以上の出席がなければ，議事を開き，議決することができ

ない。

４ 議事は，出席した理事の過半数をもって決し，可否同数のときは，学長の決するとこ

ろによる。

５ 議事について特別の利害関係を有する理事は，その表決に加わることができない。

， ， ，６ 学長に事故があるとき 又は学長が欠けたときは あらかじめ学長が指名する理事が

学長の職務を代行する。

（監事の出席）

第６条 学長は，必要に応じて監事に出席を要請し，その意見を聴くことができる。

（役員以外の者の出席）

第７条 学長は，必要に応じて役員以外の者を会議に出席させ，説明又は報告を求めるこ
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とができる。

（会議の記録）

第８条 役員会の記録は，総務部総務課長が作成し，出席した役員の確認を経て，保管す

る。

２ 前項の記録には，議事日程，出席した役員の氏名，議案，議事の経過の概略及びその

結果その他必要な事項を記載する。

（事 務）

第９条 役員会の事務は，総務部総務課において処理する。

（雑 則）

第10条 この規則に定めるもののほか，役員会の組織及び運営に関し必要な事項は，役員

会の議を経て，学長が別に定める。

附 則

この規則は，平成22年４月１日から施行する。

附 則

この規則は，平成26年４月１日から施行する。



国立大学法人群馬大学理事に関する申合せ

平成16.４.１ 制定

改正 平成17.４.１ 平成18.４.１

平成23.４.１ 平成27.４.１

平成28.４.１ 平成29.４.１

第１ 理事は，次の各号に掲げる職務をそれぞれ担当する。

(1) 教育・企画

(2) 研究

(3) 総務・財務

(4) 病院

(5) 学長特命

第２ 理事は，第１の職務を担当するほか，学長が指示する事項を担当する。

２ 理事が掌理する業務の内容は，別表のとおりとする。

第３ 学長が必要と認めた場合は，第１の職務の担当を弾力的に取り扱う。

第４ 第１の第５号の職務を担当する理事は，非常勤とする。

附 則

この申合せは，平成23年４月１日から施行する。

附 則

この申合せは，平成27年４月１日から施行する。

附 則

この申合せは，平成28年４月１日から施行する。

附 則

この申合せは，平成29年４月１日から施行する。

別表

職務 業務の内容

教育・企画 （１）教育に関する業務
（２）企画に関する業務
（３）その他前２号に準ずる業務

研究 （１）研究に関する業務
（２）その他前号に準ずる業務

総務・財務 （１）総務に関する業務
（２）財務に関する業務
（３）その他前２号に準ずる業務

病院 医学部附属病院に関する業務

学長特命 男女共同参画に関する業務


